








































































罪小説を分析したアンソロジー、Globalization and the State in 
Contemporary Crime Fiction には、“Work and Death in the Global City: Natsuo Kino's Out as Neo-
liberal Noir”と題された、桐野の『OUT』を分析する論考が収録されている。本書は桐野を取
り扱った最初の英語文献ではない。桐野作品は、Amanda Seaman や Rebecca Copeland といっ
た日本研究者によって、2004 年頃から多くの英語論文に取り上げられてきた４。しかし、こう
した論考に対して Globalization and the State in Contemporary Crime Fiction が特徴的なのは、日
本文学や日本文化に関する研究書ではなく、犯罪小説を世界文学として読むという近年の潮
流を反映したものであることだ。この本では、桐野の他にアメリカ、イギリス、メキシコなど
の犯罪小説が分析されており、“Work and Death in the Global City”を執筆した Christopher Breu




























































3.Japan’s crime fiction queen ――ミステリーと社会派推理小説の系譜
「日本の犯罪小説の女王（Japan’s crime fiction queen）」。桐野作品はこうした「称号」と共に
欧米に輸入・紹介された５。Rachel  Franks によれば、「crime fiction」は、探偵小説からスパイ
小説にいたるまで「犯罪」の起きる小説を広く包含したジャンルの名称として、近年、「探偵小説」



















































先に引用した Globalization and the State in Contemporary Crime Fiction は、 “Crime Fiction”を
タイトルに掲げながらも、その何たるかを明確に定義してはいない。イントロダクションにお
いて、Andrew Pepper と David Schmid は本書には犯罪小説を定義するというよりも、むしろ、








































































こうした労働状況とそれにともなう貧困は、いわゆる、“失われた 10 年”、あるいは 2000 年
代と合わせた“失われた 20 年”と呼ばれる、90 年代を色濃く描き出すものだ。それゆえ、『OUT』















































































































4　管見の限り、英語で最も初期に発表された学術論文や学術書は、2004 年に発表された Seaman の Bod-
ies of Evidence : Women, Society, and Detective Fiction in 1990s Japan と、Copeland の“Woman Uncovered: 
Pornography and Power in the Detective Fiction of Kirino Natsuo”である。
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